
SATテクノロジー・ショーケース2018

   

■ はじめに 
学校では，普段はのうのうと過ごし，レポート提出期限

や試験の直前に徹夜するなど苦労している学生も多く存
在する。「次から絶対早めに動く」と決心しても，次回の期
限が迫ってくると，「今からやらなきゃ」と心配しつつも課題
を後回し，ほかのどうでもいいことをする。学業場面だけで
はなく，職場や日常生活においてもこのような行動パター
ンはよく見られる。心理学ではこのような先延ばし行動を，
「遅れによって状況が悪くなることが予測されるにも関わら
ず，予定していた行動を自発的に遅らせること」と定義して
いる。このような「慢性的先延ばし」は目標の達成を妨げる
だけではなく，心身状態にも悪影響を及ぼし，個人ないし
集団・社会に損失をもたらす。 
先延ばしは，目標指向の行動の失敗としてとらえられる。

このような，目標指向の行動のために必要とされる様々な
高次認知機能の総称を実行機能という。具体的には，
“「今」の状況を適切にモニタリングしているかどうかといっ
た作業記憶”・“ついついやっちゃう衝動をうまく抑えられ
るかといった抑制制御”・“臨機応変に行動できるかどうか
といった認知的柔軟性”が実行機能の基礎的要素として
我々人間の思考・行動を支えている。 
本研究は，fMRIを用いて実行機能の構成要素を代表

する認知タスク遂行中の脳活動を測定することを通して，
実行機能の視点から先延ばしの認知メカニズムへアプロ
ーチすることを試みた。 

 
■ 活動内容 
１．先延ばしと実行機能に関連する脳活動 
実行機能の基礎的要素を表す脳活動を調べるために，

N-back 課題・Simon 課題・Task-switching 課題をそれぞ
れ作業記憶・抑制制御・認知的柔軟性の指標として用い
た。実験ではMRIスキャナの中で実験参加者に各課題を
実行してもらい，その脳活動を撮像した。先延ばし傾向の
測定は「一般的先延ばし尺度」[1]を用いて測定した。 
各課題の脳活動と先延ばし傾向の関係を調べたところ，

認知的柔軟性の指標であるTask-switching 課題におい
て，左右補足運動野，左右前島，左上頭頂小葉，左前頭
弁蓋の活動は先延ばし傾向と有意な負の相関がわかった。
すなわち，先延ばし傾向が高ければ高いほど，認知的柔
軟性に関連する脳活動の賦活レベルが低いことである。 
上述した結果から，認知的柔軟性に関わる内的認知過

程が高次機能のプランニング機能や体制化能力を左右し，

先延ばし傾向に関連する可能性が示唆された。今後は実
行機能の視点から先延ばし行動の説明モデルを構築する
ことによって，神経学的な根拠に基づく先延ばし傾向の説
明及び介入方法の定量評価が可能となる。さらに，先延
ばしに対する既存介入方法の改善や，個々の脳機能計
測データに基づく新たな先延ばし傾向を改善する方法の
提案など，実社会への応用も期待できる。 
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図：Task-switching 課題において先延ばし傾向と有意な相関を示した脳部位 
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■ はじめに 
サリドマイドは催奇性という副作用により1962年に販売

が停止された化合物である。しかし、近年、ハンセン病や
多発性骨髄腫の治療薬として有効であるとして再び注目
を集めている。サリドマイドは光学活性を有しており(Fig.1)、
かつヒトの体内で容易にキラリティが反転し、2つの鏡像異
性体が同時に存在するラセミ体となる。このような性質と加
水分解産物の生成などといった様々な現象が複合的に生
じるため、サリドマイドの作用メカニズムを解明することは
非常に困難である。サリドマイドの性質が環境によってど
のように変化するのかを詳細に解析することは、サリドマイ
ドを難治性疾患の治療薬として品質管理する観点により、
極めて重要である。加えて、治療薬として使用するために
は、錠剤等で使用するため特に固体状態におけるキラル
光学的性質を明らかにする必要がある。さらに温度による
キラル光学的性質の変化も明らかにする必要がある。当
研究室の先行研究により、円二色性などを用いた解析で、
サリドマイドの溶液濃度を高くすると多量体を形成すること
や結晶中でも温度を上げることでキラリティが反転すること
が報告されている。しかし、光学異方性および光学活性に
ついては未だ詳細は明らかになっていない。そこで、
G-HAUP( 高 精 度 万 能 旋 光 計 、 Generalized-High 
Accuracy Universal Polarimeter)を用いて温度変化による
異方性およびキラル光学的性質の解析を行うことを目的
に研究を行っている。 

 
 

■ 活動内容 
以下にこれから行う予定の実験内容を記載する。 
 
１．サリドマイド及びサリドマイド類似体の結晶の育成 
 市販のサリドマイド及びサリドマイド類似体を用いて結晶
を育成する。結晶は解析を行うため、測定可能な大きさに
なるよう育成する。 
 
２．直接複屈折、直線二色性、円複屈折(光学活性)、およ
び円二色性の測定 
 G-HAUPは旋光性や直線複屈折、円二色性及び直線
二色性を同時に測定することが可能である。このG-HAUP
を用いることで育成したサリドマイド及びサリドマイド類似
体の結晶の測定を行い、固体状態におけるキラル光学的
性質の解析を行う。 

 
3．温度変化によるサリドマイドのキラル反転などの性質変
化の解析 
 G-HAUPは旋光性や直線複屈折、円二色性及び直線
二色性の温度依存性及び波長依存性を測定することが可
能である。このG-HAUPを用いることで、温度を変化させ
たサリドマイド及びサリドマイド類似体の結晶の測定を行
い、温度変化による異方性およびキラル光学的性質の解
析を行う。 

 
■ 関連情報等（特許関係、施設） 
特になし  
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